
　54回目となる、年末年始短期里親
事業が実施され、加古川市の児童養
護施設「立正学園」より8名の子ども
たちが篠山へやってきました。12月
28日（月）から1月4日（月）の8日間、
篠山市内の里親（4家庭）のもとで、
温かいお正月を過ごしました。
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篠
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
初

代
会
長
（
合
併
後
）
と
し
て
、
地

域
福
祉
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
小
林
常
郎
さ
ん
が
、
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
（
社
会
福
祉
事

業
関
係
団
体
功
労
者
）
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
、

社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ

　

西
紀
北
小
学
校
で
は
、
毎
年
敬

老
の
日
に
ち
な
ん
で
、
全
校
生
と

地
域
の
方
が
一
緒
に
千
羽
鶴
を
折

り
、
６
年
生
の
み
な
さ
ん
が
、
校

区
に
お
住
い
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ

た
方
に
、
届
け
る
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
20
年
以

上
続
い
て
お
り
、
今
年
は
１
万
羽

の
鶴
を
折
ら
れ
ま
し
た
。

　

千
羽
鶴
を
受
け
取
ら
れ
た
方
か

ら
、
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
学
校

に
ご
厚
志
が
贈
ら
れ
、
そ
の
一
部

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
篠
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
さ
て
近
年
、
市
民
み
な
さ
ま
方
の
暮
ら
し
方
、
価
値
観
が
多
様

に
な
る
中
で
、
地
域
や
家
庭
、
職
場
の
機
能
が
低
下
し
、
市
民
み

な
さ
ん
が
抱
え
る
生
活
福
祉
課
題
が
多
様
化
・
深
刻
化
し
て
き
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
的
孤
立
や
経
済
的
困
窮
、
ひ
き
こ
も
り
、
若
年
認

知
症
等
の
課
題
は
、
個
人
が
複
合
的
な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
て
い
た
り
、

世
帯
単
位
で
複
数
分
野
の
ニ
ー
ズ
が
絡
み
合
っ
て
い
た
り
す
る
場

合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
、
改
正
介
護
保
険
制

度
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
で
は
、
い
ず
れ
も
「
地
域
」
が
強

く
意
識
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
し
く
各
種
制
度
の
狭
間
に
あ
る
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、社
協
の
責
務
で
あ
る
「
地

域
福
祉
」
の
構
築
が
急
務
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
、
行
政
と
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内
各
種
団
体
の
み
な
さ
ま

方
と
さ
ら
な
る
連
携
を
強
化
し
、
役
割
分
担
の
在
り
方
な
ど
を
考

慮
し
つ
つ
、
市
内
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
「
支
え
合
い
の
地
域
づ

く
り
」
が
広
が
る
よ
う
に
、
傾
注
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
み
な
さ
ま
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
し
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
　
小
林
常
郎
さ
ん
（
元
社
協
会
長
）

千
羽
鶴
で
つ
な
が
る
地
域
と
学
校
　
西
紀
北
小
学
校
児
童
会
が
寄
付

NEWS福祉

表彰を受けられた小林常郎さん

児童会会長より受け取りました

新
年
ご
あ
い
さ
つ篠

山
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
平
野
　
芳
行

た
方
に
送
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

小
林
さ
ん
は
、
県
共
同
募
金
会
副

会
長
や
県
社
会
福
祉
協
議
会
副
会

長
の
役
職
に
就
く
な
ど
、
社
会
福

祉
事
業
に
従
事
し
、
顕
著
な
功
績

を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
、
県
共
同
募
金
会
監
事

と
し
て
、ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

は
千
羽
鶴
作
り
の
費
用
と
し
て
使

わ
れ
ま
し
た
が
、
残
り
は
社
会
に

役
立
て
た
い
と
児
童
会
で
考
え
、

こ
の
た
び
、
社
協
が
実
施
す
る
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
募
金
に
寄
付

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
募
金
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
友
愛
訪
問
事

業
や
、
地
域
で
年
末
年
始
に
実
施

さ
れ
る
世
代
間
交
流
事
業
な
ど

に
、使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
支
援
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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12
月
4
日
（
金
）、
大
沢
新
公

民
館
で
大
沢
新
い
き
い
き
サ
ロ
ン

（
第
３
回
）
が
開
催
さ
れ
、
20
名

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
回
目
の
健
康
講
座
、
2
回
目

の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
に
続
き
、
今

回
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
い
う
内
容

に
な
り
ま
し
た
。
担
当
の
小
山
迪

夫
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、「
里
の

秋
」、「
し
あ
わ
せ
の
ワ
ル
ツ
」、「
リ

ン
ゴ
村
か
ら
」
と
い
っ
た
昭
和
の

懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
を
み
ん
な
で

歌
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
小
山
さ

ん
に
よ
る
紙
芝
居
と
、
マ
ジ
ッ
ク

　

12
月
1
日
（
水
）、
篠
山
市
民

セ
ン
タ
ー
で
、「
き
ら
き
ら
★
カ
ー

ニ
バ
ル
～
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
け

る
文
化
交
流
の
祭
典
～
」
が
開
催

さ
れ
、
市
内
の
障
が
い
者
施
設
・

事
業
所
な
ど
か
ら
、
２
５
５
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

き
ら
き
ら
★

カ
ー
ニ
バ
ル
は
、

障
が
い
を
も
つ
人

と
、
そ
の
家
族

や
そ
の
関
係
者
が

集
い
、
文
化
的
な

催
し
を
楽
し
む
と

と
も
に
、
そ
れ
を

通
じ
て
交
流
を
深

め
、
障
が
い
を
も

つ
人
の
よ
り
一
層

の
理
解
と
、
社
会

参
加
支
援
を
啓
発

す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

午
前
の
部
は
、

足
立
晃
一
郎
さ
ん

に
よ
る
手
作
り
楽

器
演
奏
に
は
じ
ま
り
、
歌
の
お
姉

さ
ん
と
し
て
活
動
さ
れ
る
山
本
か

ず
み
さ
ん（
ピ
ュ
ア
ハ
ー
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
所
属
）
の
心
が
温
ま
る
コ

シ
ョ
ー
が
披
露
さ
れ
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
に
参
加
者
も
楽
し
み

ま
し
た
。

　

歌
っ
て
笑
っ
た
あ
と
に
は
、
梶

谷
信
子
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、ジ
ャ

ン
ケ
ン
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
健
康
体

操
で
頭
と
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

昼
食
前
に
は
、
小
山
さ
ん
の
変

装
に
よ
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
登

場
し
、
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

配
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
い
つ
も
楽
し
ま
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
次
回
が
今

か
ら
楽
し
み
で
す
。」
と
、
早
く

も
次
回
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

大
沢
新
自
治
会
で
は
、
い
き
い

き
サ
ロ
ン
の
他
に
も
お
し
ゃ
べ
り

会
、
囲
碁
・
将
棋
ク
ラ
ブ
、
カ
ラ

オ
ケ
同
好
会
と
い
っ
た
地
域
の
方

が
自
由
に
集
え
る
場
が
定
期
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ

り
会
で
出
会
っ
た
者
同
士
で
誘
い

合
っ
て
サ
ロ
ン
に
参
加
し
た
り

と
、
自
治
会
の
行
事
と
、
い
き
い

ン
サ
ー
ト
、
そ
し
て
障
が
い
の
あ

る
人
た
ち
自
ら
が
ク
ラ
ウ
ン
（
道

化
師
）
に
な
り
、
活
動
す
る
か
が

や
き
神
戸
ぐ
り
ぃ
と
（
就
労
継
続

支
援
事
業
Ｂ
型
）に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
見
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
時
は
各
事
業
所
で
作
ら
れ

た
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
を
楽
し
み
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
、
カ
・
パ
ー
フ
ラ
・

オ
・
カ
・
イ
リ
マ
レ
イ
・
ア
・
ピ

キ
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
は
簡
単

な
振
り
付
け
を
音
楽
に
合
わ
せ
て

踊
り
ま
し
た
。
ま
た
、
篠
山
鼓
舞

衆
う
り
ず
ん
の
エ
イ
サ
ー
と
楽
空

間
の
よ
さ
こ
い
で
は
、
舞
台
で
一

緒
に
太
鼓
を
叩
い
て
踊
り
、
会
場

は
一
体
と
な
り
ま
し
た
。

～
み
ん
な
仲
良
く
ク
リ
ス
マ
ス
～
　
大
沢
新
い
き
い
き
サ
ロ
ン

きらきら★カーニバル

～ひとりひとりが輝ける文化交流の祭典～

き
サ
ロ
ン
が
う
ま
く
結
び
つ
い
た

の
が
8
年
間
続
い
て
い
る
秘
訣
の

よ
う
で
す
。

　

サ
ロ
ン
を
終
え
、
小
山
さ
ん

は
「
運
営
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
、
参

加
し
て
い
る
み
な
さ
ん
に
元
気
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で

や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
が
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

の
温
か
い
見
守
り
に
支
え
ら
れ
、

大
沢
新
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

歌って、踊って、楽しみました

サンタクロースからのプレゼント

健康体操の様子
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篠
山
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議

会
が
、
12
月
14
日
、
篠
山
市
民
セ

ン
タ
ー
で
、
寄
せ
植
え
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。約
40
名
の
会
員
が
、

し
ぶ
や
花
店
の
指
導
に
よ
り
、
葉

牡
丹
や
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ビ
オ
ラ
、

ノ
ー
ス
ボ
ー
ル
な
ど
の
花
の
根
を

ほ
ぐ
し
、
少
し
で
も
き
れ
い
に
飾

れ
る
よ
う
に
、
何
度
も
配
置
を
変

え
た
り
し
な
が
ら
、
迎
春
を
飾
る

寄
せ
植
え
を
、
自
由
に
楽
し
み
ま

し
た
。

　

10
月
11
日
、
篠
山
城
周
辺
で
行

わ
れ
た
「
丹
波
篠
山
味
ま
つ
り
」

に
お
い
て
、
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
連
盟
・
篠
山
第
1
団
の
12
名

が
、
街
頭
募
金
活
動
を
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

但
馬
銀
行
前
と
商
工
会
館
前
の

２
か
所
で
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

子
ど
も
た
ち
が
、
来
場
者
の
み
な

さ
ん
に
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
募
金
（
３
９
，
９
７
６

円
）
は
、
篠
山
市
共
同
募
金
委
員

会
を
と
お
し
て
、
10
月
1
日
か
ら

実
施
し
て
お
り
ま
す
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
」
に
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

11
月
26
日
、
篠
山
産
業
高
等
学

校
の
生
徒
6
名
が
来
所
さ
れ
、
校

内
で
行
っ
た
募
金
活
動
に
お
い
て

集
ま
っ
た
お
金
（
３
４
，
７
５
１

円
）
を
持
参
さ
れ
、「
平
成
27
年

台
風
第
18
号
に
よ
る
大
雨
災
害
義

援
金
」に
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
会
は
、
10
月
頃
に
校
内
有

志
に
募
金
を
呼
び
か
け
、
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
部
は
、
10
月
24
日
に

開
催
さ
れ
た
「
産
高
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
お
い
て
、
募
金
活
動
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
付
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
中

央
共
同
募
金
会
を
と
お
し
て
、
被

害
の
あ
っ
た
県
の
募
金
会
へ
配
分

さ
れ
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

12
月
5
日
、
ザ
・
ビ
ッ
グ
篠
山

店
、
コ
ー
ナ
ン
篠
山
店
に
募
金
実

施
場
所
の
ご
提
供
を
い
た
だ
き
、

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
街
頭
募

金
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
福
祉
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
加
え
、
篠
山
中
学
校
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
部
の
生
徒
（
7
名
）
も
加

わ
り
、来
店
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
、

募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。「
ご

苦
労
様
」
の
声
と
と
も
に
募
金
を

い
た
だ
く
場
面
も
見
ら
れ
、
2
店

舗
で
２
６
，
４
５
４
円
の
募
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ポ
ー
ツ
活
動
と
と
も
に
、
会
員
の

個
性
や
、
自
主
性
に
合
わ
せ
た
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
行
事
と
し
て
は
、
他
に
も

料
理
教
室
や
研
修
旅
行
な
ど
が
あ

り
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、

会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
会
員
募
集
も
随
時
行
っ
て
お

り
、
身
障
手
帳
を
お
持
ち
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

篠
山
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

会　
　
　
長
：
山
本　
清

☎
５
９
４
︱
２
０
８
７

事
務
局
担
当
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平成27年度、赤い羽根共同募金運動
大口募金をしていただいた（法人・団体・個人）みなさま（敬称略、順不同）

油井鉄工
（株）本荘自動車
森本誠文舎印刷所

（株）上見組
（有）ナオ産業
（株）堀口
吉祥寺
栗山米穀（株）
太陽産業（株）

（株）バラエティミート　西紀古市店
アトム電器　丹南古市店
オーリス（株）

（株）テクマ
医療法人社団　西井クリニック
社会福祉法人　守幸会
中兵庫信用金庫　丹南支店、城東支店

（株）福島組
（株）日置カーサービス
谷松寺

（株）岩崎電機製作所
阪鶴工機（株）

（株）岩本組
神戸理化学工業（株）　篠山工場
徳圓寺

（株）ユウター興産
丹波開発（株）
狩場酒造場
中野医院
東洋ハイテック（株）
丹波田中畜産（株）
米津寿司
本経寺

（有）高田タクシー
篠山都市ガス（株）
丹波篠山渓谷の森公園
清泰寺

（有）村上建具
（有）フレンドデンソー
丹波産業（株）
松山建設（株）
ジェクス（株）　篠山工場

（株）大市住宅産業
篠山オートセンター協業組合

（株）畑中自動車
前河商店
西誓寺
観明院
上山建設（株）
集芸館
荒木歯科医院
近畿酸素（株）　篠山工場

（株）矢野鉄工所　城東工場
蔵六寺
高蔵寺

（株）岩本工業
（株）ニホンローソク

（株）吹
（有）みたけ
にしき記念病院
鳳鳴カントリークラブ

（株）藤枝研磨工業所
河南測量設計
和田寺

（株）山本組
（有）ミヨシ塗装工業
（株）内藤モータース
専福寺
西日本観光（株）　青山台ゴルフ倶楽部
いわや
畑燃料（株）

（株）吉田自動車工業
東窟寺
共栄樹脂（株）
畑休燃料（株）

（株）月森左官工業所
光明興業（株）

（有）西紀モータース
（株）狩場タイヤ商会
龍蔵寺

（株）神山組
（有）畠石油店
（株）畠賢治商店
（株）東洋金属工業所
（有）岡田木工
白栄ドライクリーナー
フルマインド（株）
岡部新聞舗
特別養護老人ホーム和寿園
にしき歯科

（有）丹波旅行センター
善導寺
ヤマヒョウ
ヒロセ文具店

（有）武元重機
徳壽寺

（株）カルテック
（株）岡林工務店
河合整形外科
丹波ささやま農業協同組合

（株）アストロ　丹南工場
篠山証券（株）
大乗寺
長沢住宅設備（株）

（株）城東
石橋建設（株）

（株）上田組
（株）野々口商店
（株）キャピタル製作所
三井ミーハナイト･メタル（株） 
篠山工場
小山自動車

（株）ウエハラ　篠山営業所

宗玄寺
HondaCars篠山
伸和工業（株）
岸本建設（株）

（株）酒井自動車
平和発條（株）　丹南製作所
奥栄
三丹物産（株）

（一社）ウイズささやま
（有）山内水道店
黒住教婦人会日置支会
黒住教日置教会所

（株）前中組
（株）クインオート
小島産業（株）

（有）萬半
キクヤ（株）
禅昌寺
琴松寺
西村建設鋼業（株）
長松寺
ふくすみストアー
フードショップ小畠
たなか精肉店
師玉モータース
山取新聞店
合同会社　福楽里
藤木千皓

（株）篠山ホームガス　丹南店
福徳貴寺

（有）大西商店
兵庫フェザー（有）
丹波農産（株）
ヨシダユウキ

（株）井上金属製作所
VIPアルパインローズビレッジ

（株）レストランにしき
（株）ヰセキ関西　篠山営業所
（株）ジャパンビレッジゴルフ倶楽部
アイランドフューチャーコーポレーション（株）
大阪電研（株）
黄桜（株）　丹波工場

（株）中井工務店
山鳥病院

（株）リリー
オザワ化成工業（株）
大谷実業（株）
そのだや
宝魚園
三晶（株）物流センター
大協工業（株）
千足商店
藤本印刷（株）
弘誓寺
サンロック工業（株）　篠山工場
鳳鳴酒造（株）

フルヤ工業（株）
ユニトピアささやま
多紀デンソー（株）
特別養護老人ホームやすらぎ園
阿弥陀寺

（有）大木モータース
スロットスタジアムGR

（有）高橋ペイント
浄土寺

（有）日昇堂ホームケア
（株）夢こんだ
（有）才本建築事務所
（株）丹波みさき屋
西本土木（株）

（株）細見組
松田文具店

（有）カクマツモータース
西尾造園土木

（有）イシナダ釣工業
合同会社パートナー デイサービスセンターまごころ
増田歯科医院
芦森工業（株）
小林寺

（財）大山振興会
念仏寺
篠山自動車サービス（株）
山内商店

（有）なかにし薬局
向井金属工業（株）
妙楽寺
長楽寺
太寧寺

（株）小田垣商店

10 月 1 日から実施しま
した「赤い羽根共同募
金運動」における、大
口募金（法人・団体・
個人含む）にご協力あ
りがとうございました。
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平成28年４月１日付採用　職員募集案内
職 種 介護支援専門員

職 務 内 容 地域包括支援センターにおける介護予防サービス計画（ケアプラン）の作成

受 験 資 格 介護支援専門員資格を有する人（平成 27 年度、介護支援専門員試験合格者を含む）
普通自動車運転免許を有する人

採用予定人数 嘱託職員若干名、臨時職員１名

給 料 嘱託職員　月給 158,400 円、賞与 50,000 円（年間）、通勤手当
臨時職員　時給 930 円、通勤手当

勤務日・時間 嘱託職員　平日の週５日、30 時間勤務
臨時職員　平日の午前8時30分から午後5時15分の間で、日数・時間は相談に応じます。

雇 用 期 間 平成 28 年４月１日から平成 29 年３月 31 日まで
なお、勤務状況が良好な場合は、年度ごとに雇用契約の更新をします。

採 用 試 験 ２月 20 日（土）論述試験（嘱託職員のみ）、個別面接試験

受 付 期 間 ２月 18 日（木）までの平日、午前８時 30 分～午後５時

＜申し込み・問い合わせ先＞
篠山市社会福祉協議会　総務課　担当：小谷隆幸・植村加奈恵　☎ 590-1112

　毎月、訪問介護事業所ではヘルパー研修会を開催
しています。ヘルパー利用されているかたのサービ
スの確認や引き継ぎ、認知症、薬の知識についても、
研修会の中で取り組んでいます。
　今回、２か月続けて、①「介護職のためのヨガ」、
②「ヘルパーのためのストレスマネジメント」と、
ヘルパーの心と身体を気遣う研修に取り組みました。
①介護職のためのヨガ
　ヨガでは、基本のポーズからはいり腹式呼吸をゆっ
くりする。心地よい声での指導のもと、「痛た気持ち
いい」のところまで、身体のすみずみまで体を伸ば
し「この前まで、もっと伸びていたのに…。もっと
足も上がったのに…。」とあちらこちらから悔みの声。

「毎日、少しずつ頑張ろう！」と研修が終了したころ
には、誓ったヘルパーが数名いたはず……。
　こころも、身体も柔軟でないといいサービスに繋
がらないことを感じながら、翌日の筋肉痛を覚悟し
ました。

②ヘルパーのためのストレスマネジメント
　社会福祉士で住職でもある不破一浩講師をお招き
し、「福祉の世界はコミュニケーションの世界であ
り、コミュニケーションこそがスキルを発揮する最
大の原動力である。」と聞いたうえで、ストレスを
ためないために①朝、太陽の光を浴びる。②バナナ、
牛乳を飲む。③ストレッチ体操をする。④適度な運
動をする。⑤親しい人たちと交流する。⑥口角を上
げて笑う。声を出して笑う。⑦趣味を持つ。と聞く。
　ヘルパーも心身ともに健康で、こころ豊かな気も
ちを持ち上手にストレスを解消し、ゆとりを持って
あたたかく人に接する。と気持ちの再確認ができた
気づきの研修になりました。
　また、これらの研修会はヘルパー
をご利用してくださっている皆さ
まのご理解のもと、開催できてい
ること心より感謝しています。

　　　　　　訪問介護事業所
所長　谷舗　裕子

こんにちは　ヘルパーです！
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と　き と 　こ　 ろ
2月  4日（木） 13：30～16：00 西 紀 支 所

5日（金）   9：00～11：30 丹南健康福祉センター
12日（金）   9：00～11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー
19日（金）   9：00～11：30 丹南健康福祉センター
26日（金）   9：00～11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー

3月  2日（水） 13：30～16：00 今田まちづくりセンター
4日（金）   9：00～11：30 丹南健康福祉センター

11日（金）   9：00～11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー
18日（金）   9：00～11：30 丹南健康福祉センター
25日（金）   9：00～11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー

心配ごと相談日 篠山市の福祉指標� （平成27年12月末現在）

地区 人口 65歳以上
人口（人） 高齢化率 増減 14歳以下

人口（人） 年少率 増減

篠 山 12,603人 4,005人 31.8% ⬆ 1,442人 11.4% ⬇
城 東 3,339人 1,297人 38.8% ⬇ 270人 8.1% ⬆
多 紀 3,313人 1,457人 44.0% ⬆ 285人 8.6% ➡
西 紀 4,158人 1,316人 31.6% ➡ 521人 12.5% ⬇
丹 南 15,914人 4,289人 27.0% ⬆ 2,157人 13.6% ➡
今 田 3,623人 1,176人 32.5% ⬆ 365人 10.1% ⬇
計 42,950人 13,540人 31.5% ⬆ 5,040人 11.7% ⬇

下記のとおり相談日を設けています。
お気軽にご相談ください。

ボランティアNAVI

兵庫県ボランティア・市民活動災害共済に加入しましょう！
　ボランティア活動中（活動場所への移動、学習会、定例会を含む）に起きた事故（本人の事故および対人・対物
も含む）を補償します。万が一のけがに備え、加入されることをお勧めします。

補償期間	 平成 28 年 4 月 1 日（金）～平成 29 年 3 月 31 日（金）
受付開始	 平成 28 年 3 月 2 日（火）～
	 ※ 4 月 1 日以降に加入受付を行った場合は、受付日の翌日から３月末まで適用されます。
保 険 料	 年間 500 円（１名につき）
そ の 他	 「兵庫県ボランティア活動等行事用保険」「兵庫県移送サービス交通傷害保険」もあります。

ひろがれ  ボランティアの輪　～ボランティアのつどい～

　12 月 13 日（日）、篠山産業高校丹南校において、篠山市ボランティア連絡協議会主催の「ボランティアのつどい」
が、同会員をはじめ、丹南校生徒、ボランティアに関心のある方 85 名の参加を得て、開催されました。
　当日は、本年度で閉校となる同校の学生によるボランティア活動の発表と、丹波ろうあ協会と手話サークルによ
る手話学習がありました。また、兄弟メッセージデュオ「ちめいど」による手話歌を交えたライブでは、参加者全
員で大合唱し、大変盛りあがりました。
　学生の発表では、「児童館や幼稚園・小学校の児童とのふれあいや、囲碁ボールとグラウンドゴルフで地域の高
齢者と交流し、コミュニケーションの大切さを学んだこと」や、「平成 25 年から毎年、東日本大震災の災害支援ボ
ランティア活動に参加したことで、一人ではできない大変な作業も、
力を合わせることでやり遂げられた感動と、阪神淡路大震災を経験
した兵庫県民として、震災の体験を伝えていく必要性を感じたこと」
などが発表されました。
　参加者からは、「丹南校生が、地域に溶け込み様々なボランティ
ア活動をしていることに心を打たれた。私達も引き続き、ボランティ
ア活動を頑張っていきたい」また「手話についてもっと知りたい」「元
気をもらえた」などの声をいただきました。 パワーポイントを使って発表する丹南校生
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篠山市ファミリーサポートセンター善意銀行だより
11、12月分� （敬称略）

金銭預託
松本美千代（11、12月）（井ノ上）� 善意の預託・・・6,000円
藤木千晧（小中）� 善意の預託・・・20,000円
井関道夫（曽地奥）� 善意の預託・・・20,000円
細見かずよ（県守）� 善意の預託・・・3,000円
大芋文化祭実行委員会� 善意の預託・・・61,310円
こすもすの会� 善意の預託・・・1,300円
丹波OB大学自治会� 善意の預託・・・10,000円
西岡屋自治会文化祭実行委員会� 善意の預託・・・14,100円
栗柄こども会� 善意の預託・・・5,000円
篠山市仏教会篠山支部� 善意の預託・・・53,077円
JAふれあい祭西紀大山実行委員会� 善意の預託・・・12,380円
丹波ささやま農業協同組合篠山支店� 善意の預託・・・11,478円
丹波ささやま農業協同組合多紀支店� 善意の預託・・・12,550円
丹波ささやま農業協同組合今田支店� 善意の預託・・・18,440円
丹波地区県職員歳末愛の預託運動� 善意の預託・・・43,729円

物品預託
芦田富基子（11、12月）（今田町芦原新田）
� 鉢植えの花11鉢・・・今田地区ひとり暮らし高齢者
飯田成代（11、12月）（垣屋）� 折り紙細工・・・給食サービス
西澤昭美（11、12月）（栗柄）� 折り紙細工・・・給食サービス
小山玲子（11、12月）（大沢新）� 折り紙細工・・・給食サービス
田中光子（11、12月）（川北新田）� 折り紙細工・・・給食サービス
小谷重二（知足）
� さつまいも215㎏、里芋６㎏・・・給食サービス、高齢者福祉施設
沢田陽子（糯ケ坪）� 玄米30㎏・・・給食サービス
林真澄（福井）� 洗剤類・・・障がい者福祉事業所
酒井紀実枝（油井）
�じゃがいも10㎏、さつまいも５㎏、里芋５㎏・・・給食サービス
数元とみ子（草野）� ピーマン６㎏・・・給食サービス
清田喜代子（黒岡）� 靴下カバー20足・・・高齢者福祉施設
細見かずよ（県守）� みかん１箱・・・給食サービス、認知症カフェ

子育て支援のボランティアをご存知ですか？

第３回　フォローアップ講習会
多世代の子育てよもやま話
　～子どもがつなぐ絆～

〈申込み・問い合わせ先〉
篠山市ファミリーサポートセンター
担当　林 直美　☎590-1388

子ども一時預かり“かんがるー”
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日
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
日
は

過
ぎ
行
け
ば
、学
校
も
始
ま
り
、「
早

く
起
き
な
さ
い
」の
普
通
の
日
で
す
。

で
も
、
普
通
に
過
ご
せ
る
の
も
幸

せ
な
こ
と
で
す
ね
・
・
・
▼
今
年
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

と 　 き：平成28年2月24日（水）
	 　　　　 3月15日（火）
	 午前10時～ 12時（受付9時45分～）
と こ ろ：四季の森生涯学習センター東館　和室（2F）
定 　 員：10名（生後6か月～就学前のお子さん）
利 用 料：子ども１人につき　１回５００円
申込締切：各実施日の、１週間前までにお申し込みください
	 ☆利用には申し込みが必要です。
	 ☆会員以外の方も利用できます。
	 ☆定員になり次第、締め切らせていただきます。

　活動に興味のある方、子どもが好きな方、ぜひご協力く
ださい。ご連絡お待ちしています。
　◯ファミリーサポートセンター事業
　　保護者に代わり、子どもを短時間自宅で預かります
　◯子ども一時預かり“かんがるー ”
　　公共施設で月1 ～ 2回、子どもを預かります
　◯保育ボランティアグループ
　　講習会などの託児のお手伝いをします

　子育てを終えると、子育て中の情
報からは自然と遠ざかっていくもので
す。子育てを支える立場として、また、
お孫さんと接する祖父母として、今の子育てについての話
に触れてみませんか？
　子育て中のパパママの参加も大歓迎。お嫁さんや娘さん
と、ぜひ一緒に参加してくださいね。

と 　 き：平成２8年3月8日（火）
	 午前１０時～ 11時30分
と こ ろ：四季の森生涯学習センター　大会議室（1F）
講 　 師：栗木　剛さん（ｍｏｔｔｏひょうご　事務局長）
参 加 費：無料
託 　 児：あり（６か月以上の子ども10名・要予約）
申込締切：3月3日（木）
	 ※�子育てふれあいセンター「子育て学習講座」

との合同事業です
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